
工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

補修一般図(その1)

側 面 図 S=1:150

補修一般図(その1)

A1 P1 P2

下部工正面図 S=1:150

平 面 図 S=1:150

A1橋台 P1橋脚 P2橋脚

車道部:As舗装 t=30mm
歩道部:As舗装 t=30mm

車道部:シート系防水
歩道部:塗膜系防水

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から作成

横　 断　 勾　 配

設　 計　 速　 度

平　 面　 線　 形

橋　　　　　　 長

支　　　　　　 間

舗　　　　　　 装

型
　
　
 

式

巾　　　　　　 員

活　　 荷　　 重

添　　 加　　 物
電力　2-φ150　45kg/m
電力　3-φ 75　36kg/m

使
　
 
用
　
 
材
　
 

料

上
　
 
部
　
 
工

下
部
工

コンクリート

鋼　　　　材

コンクリート

鋼　　　　材

計画高 水流量

架　橋　位　置

斜　　　　　角

計 画 高 水 位

計 画 堤 防 高

計 画 河 床 高

基 準 径 間 長

桁 下 余 裕 高

阻　　害　　率

計画高 水敷高

基礎の 根入れ

河
　
 
川
　
 
関
　
 
係

道　 路　 規　 格

PCプレテン中空床版橋、PCポステンＴ桁橋

第3種 第3級

V=40km/h

直　　 線

基　 礎　 工

下　 部　 工

上　 部　 工

設 計 水 平 震 度

鋼（4＋3）径間連続箱桁

張出式橋脚 P1、逆Ｔ式小判形橋脚 P2～P8

逆Ｔ式橋台 A1、A2（ピアーアバット）

場所打杭基礎 A1、P1、A2　直接基礎 P2～P8

　　　　　　高架部　　　　　 河川部

559.700m　（44.700m ＋ 515.000m）

　　　　　　 歩　道　　　　 車　道

  9.750m　（2.500m ＋ 7.250m）

13.87、29.23、73.0+73.6+73.6+73.0、73.0+73.6+73.0

TL-20

KH=0.15（P4、P8の橋軸方向のみKH=0.18）

アスファルト舗装 車道最少厚 6cm　歩道 3cm

PCポステン　σck=400kg/cm2　300kg/cm2

PCプレテン　σck=500kg/cm2　300kg/cm2

鋼　箱　桁　σck=240kg/cm2

PCポステン　 12T 12.4　1T 17.8

PCプレテン　　1T 12.4　1T 17.8

鋼　箱　桁　 SS41、SM41、SM50、SM53

鉄　　　筋　 SD30

σck=210kg/cm2

鉄　　　筋　 SD30

吉 野 川

右 86°

左岸　68k/0+ 54.758m
右岸　68k/0+101.684m

14,000 m3/sec

左 岸　　　　　　　右 岸

AP 75.014　　AP 75.053

AP 77.014　　AP 77.053

AP 62.933　　AP 62.967

AP 70.314　　AP 70.615～70.621

L=20+0.005×14000=90→70 m

H.W.Lに対して2.0m

5%以下＞　　　　　　　　×100=3.9%
30×3+37×2+36

510.2

P4～P8：計画河床より 2m

P2、P3：現河床最深部より 2m

A2　　：計画高水敷より 2m

2 % 2 %

車 道
2 %

歩 道

補修対策工法

対象部材

上部工

下部工

橋面工

鋼連続箱桁

支承

伸縮装置

橋面防水

排水管

舗装

区間線

補修工法

当て板補修工

塗装工

支承防錆工

沓座モルタル打替工

伸縮装置取替工

伸縮装置補修工

橋面防水工

排水管設置工

舗装打替工

区間線工

仕様･種別

SM490YA･SM400A,TCB M22(S10T)

F-15塗装系

Ra-Ⅲ塗装系

無収縮モルタル

車道用:荷重支持型,ゴム+鋼製伸縮装置,有効伸縮量20mm

歩道用:荷重支持型,ゴム+鋼製伸縮装置,有効伸縮量20mm

堆積土砂撤去(車道部･歩道部),高圧洗浄

車道部:シート系防水

歩道部:塗膜系防水

支持金具,VP200･VP125

車道部:アスファルト舗装 t=30mm･60mm

歩道部:アスファルト舗装 t=30mm

車道中央線:溶融式,黄色,実線,15cm

車道外側線:溶融式,白色,実線,15cm

補修対策工一覧表

設計条件

A1 P1 P2

車道部･歩道部 車道部･歩道部 車道部:As舗装 t=30mm
歩道部:As舗装 t=30mm

車道部:シート系防水
歩道部:塗膜系防水

堆積土砂撤去(車道部･歩道部)

(PC橋区間:A1～P2[第1･第2径間])

車道中央線:黄色

車道外側線:白色

車道外側線:白色

車道中央線:黄色

車道外側線:白色

車道外側線:白色

第1径間 第2径間

第1径間 第2径間

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

2.000%

断 面 図 S=1:60

2.000%2.000%
2.000%

2.000% 2.000%

車道部:シート系防水

車道部:As舗装 t=30mm

車道部:シート系防水

車道部:As舗装 t=30mm

歩道部:塗膜系防水

歩道部:As舗装 t=30mm

歩道部:塗膜系防水

歩道部:As舗装 t=30mm

プレテン中空床版橋
(A1～P1:第1径間)

ポステンT桁橋
(P1～P2:第2径間)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

車道側
(下流側)
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実施設計図面

1
4
5
0
0

1080010750

600 3750 3500 2500 400

13500

2
4
8
0

2
0
0 1
0
0

1
6
6
0
0

1
4
9
0
0

4
0
0

1
3
0
0

600
100

14500
100
600

1
0
0
0 8
2
0

8
4
2
0

2
0
0 1
0
0

5
1
0
0

3
0
0

1
2
0
0

10253×2900=87001025

100 10750 100

10001000

100 8000 100

3000 3000

7
7
0

8
1
0
0

2
0
0 1
0
01
3
0
0

6
0
3
0

60004500

8000

3300

1
6
6
0
0

7
6
0
08
1
0
0

270 13870 29230 550360
420

14500 30200

270 13870 29230 550360
420

14500 30200

4500 6000

8000

1
0
7
5
0

舗装打替工橋面防水工伸縮装置取替工 伸縮装置取替工 舗装打替工橋面防水工 伸縮装置補修工

区間線工

区間線工

区間線工

区間線工

区間線工

区間線工

排水管設置工　L=25.3m

排水管設置工　L=25.3m
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

補修一般図(その2)

補修一般図(その2)

側 面 図 S=1:400

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から作成

P5P4P3P2 P6

平 面 図 S=1:400

P5P4P3P2 P6

堆積土砂撤去(車道部･歩道部)

Ra-Ⅲ塗装系

 無収縮モルタル

車道部:シート系防水
歩道部:塗膜系防水

車道部:As舗装 t=60mm
歩道部:As舗装 t=30mm

Ra-Ⅲ塗装系

 無収縮モルタル

車道部:シート系防水
歩道部:塗膜系防水

車道部:As舗装 t=60mm
歩道部:As舗装 t=30mm

車道部:シート系防水
歩道部:塗膜系防水

車道部:As舗装 t=60mm
歩道部:As舗装 t=30mm

Ra-Ⅲ塗装系

 無収縮モルタル

車道部:シート系防水
歩道部:塗膜系防水

車道部:As舗装 t=60mm
歩道部:As舗装 t=30mm

Ra-Ⅲ塗装系

 無収縮モルタル

Ra-Ⅲ塗装系

無収縮モルタル

堆積土砂撤去(車道部･歩道部)

(4径間連続鋼箱桁橋区間:P2～P6[第3～第6径間])

車道中央線:黄色

車道外側線:白色

車道外側線:白色

車道中央線:黄色

車道外側線:白色

車道外側線:白色

車道中央線:黄色

車道外側線:白色

車道外側線:白色

車道中央線:黄色

車道外側線:白色

車道外側線:白色

第3径間 第4径間 第5径間 第6径間

第3径間 第4径間 第5径間 第6径間

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

排水管設置工　歩道部　L=50.4m
　　　　　　　歩車道境界部　L=53.1m
　　　　　　  P2・P3橋脚部　L=22.6m　
　　　　　　　

排水管設置工　歩道部　L=73.2m
　　　　　　　歩車道境界部　L=53.2m
　　　　　　  P3・P4橋脚部　L=26.6m　
　　　　　　　

排水管設置工　歩道部　L=73.2m
　　　　　　　歩車道境界部　L=53.2m
　　　　　　  P3・P4橋脚部　L=26.6m　
　　　　　　　

排水管設置工　歩道部　L=50.4m
　　　　　　　歩車道境界部　L=53.1m
　　　　　　  P2・P3橋脚部　L=22.6m　
　　　　　　　

P2橋脚 P3橋脚,<P5橋脚> P4橋脚 P6橋脚

下部工正面図 S=1:200
4径間連続鋼箱桁橋

(P2～P6:第3～第6径間)

断 面 図 S=1:50

2.000% 2.000%

2.000%

車道部:シート系防水

車道部:As舗装 t=60mm

歩道部:塗膜系防水

歩道部:As舗装 t=30mm

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)
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実施設計図面
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伸縮装置補修工

支承防錆工

 沓座モルタル打替工

橋面防水工

舗装打替工

支承防錆工

 沓座モルタル打替工

橋面防水工

舗装打替工

橋面防水工

舗装打替工

支承防錆工

 沓座モルタル打替工

橋面防水工

舗装打替工

支承防錆工

 沓座モルタル打替工

支承防錆工

沓座モルタル打替工 
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
細粒度アスコン t=25～100mm

シート系防水層

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
細粒度アスコン t=25～100mm

シート系防水層

塗膜系防水層

塗膜系防水層

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

2.000%

2.000%

2.000%

2.000%

2.000%2.000%

N=3箇所
詳細図は、その2を参照

N=1箇所
詳細図は、その2を参照

PCプレテン中空床版橋
(A1～P1:第1径間)

PCポステンT桁橋
(P1～P2:第2径間)

断 面 図 S=1:50

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

車道側
(下流側)

歩道側
(上流側)

※ 吊足場設置あり

※ 吊足場設置なし
　 高所作業所等で別途対応
　 (三好市道)

橋面防水工図(その1)

橋面防水工図(その1)

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 A1～P2間のPC橋区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

(後打ちCON幅によって変更)(後打ちCON幅によって変更)

(後打ちCON幅によって変更)(後打ちCON幅によって変更) (後打ちCON幅によって変更)
歩道部導水管延長　　　　

歩道部アスファルト舗装長

(後打ちCON幅によって変更)(後打ちCON幅によって変更)

(後打ちCON幅によって変更)(後打ちCON幅によって変更)

A1 P1 P2

車道部アスファルト舗装長

車道部導水管延長　　　　

車道部既設排水桝間隔　　

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
細粒度アスコン t=25～100mm

塗膜系防水層

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

シート系防水層 シート系防水層後打ちCON

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
細粒度アスコン t=25～100mm

後打ちCON

後打ちCON 後打ちCON

平 面 図 S=1:100

塗膜系防水層

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

後打ちCON

道路縦断勾配
(復元図より)

道路縦断勾配
(復元図より)

上流側

下流側

上流側

下流側

後打ちCON

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.アスファルト舗装厚は、現地切削後確認上決定すること。

(後打ちCON幅によって変更)
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PCプレテン中空床版橋 PCポステンT桁橋

(PC橋区間:A1～P2[第1･第2径間])

i=6.0% i=0.5%

第1径間 第2径間

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

P2P1A1

縦断勾配

＜床版コンクリート＞

表層
(再生密粒度アスファルト混合物)＜地覆＞

▽舗装天端

細粒度アスコン

縦断勾配

<
2
7
0
>

<
車

道
側

>

A1-P1間

P1-P2間

既設桝との取合い S=1:20

(φ30)確実に行うこと。

確実に行うこと。

(φ30)

表層
(再生密粒度アスファルト混合物)

粒度調整砕石

▽舗装天端

＜床版コンクリート＞

＜地覆＞

(スプリングメッシュ同等品以上)

車道部

端部処理構造図

(スプリングメッシュ同等品以上)

歩道部
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実施設計図面

舗装打替工(車道部)

橋面防水工(車道部)

舗装打替工(車道部)

橋面防水工(車道部)
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3
0
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0
3
0

橋面防水工(歩道部)
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舗装打替工(歩道部)

舗装打替工(歩道部)
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縁石:新設水抜き孔(1)～(3)縁石:新設水抜き孔

縁石:新設水抜き孔 縁石:新設水抜き孔(1)
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橋面防水工(歩道部)

舗装打替工(歩道部)

橋面防水工(車道部) 橋面防水工(車道部) 縁石:新設水抜き孔(2) 縁石:新設水抜き孔(3)導水管(φ18)縁石:新設水抜き孔(1)新設伸縮装置導水管(φ18)

舗装打替工(車道部)縁石:新設水抜き孔(1)

既設伸縮装置

導水管(φ18)

新設伸縮装置 新設伸縮装置

縁石:新設水抜き孔(1)

導水管(φ18) 導水管(φ18)

縁石:新設水抜き孔(1)

導水管(φ18)

橋面防水工(歩道部)

舗装打替工(歩道部) 既設伸縮装置

縁石:新設水抜き孔(2)

導水管(φ18)
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

S1 414.8 538.9

S2 404.5 528.6

S3 394.3 518.4

S4 378.9

S5 363.5 487.6

S6 348.1 472.2

S7 327.6 451.7

S8 307.1 431.2

S9 286.6 410.7

S10 266.1 390.2

S11 245.6 369.7

S12 227.2 351.3

S13 206.7 330.8

S14 192.3 316.4

S15 303.1

S1

(製作数:各1)

S15～

取付金具詳細 S=1:10

L3 L4 LL2

407

423

438

448

459

392

290

310

331

351

372

271

223

236

251

503

179

φ14x30長孔(取付金具)

2 - F.B  50 ×  6×LL2(SS400)

2 -

1組当たり材料(製作数:各1組)

F.B  50 ×  6×494(SS400)

2 - B.N M12 × 45(SS400) (2W,UNut付)

※

※

※

1 - B.N M12 × 35(SS400) (2W,UNut付)※

2 - M12 ×100(SS400)※ 打込み式アンカー

VP200A用
(製作数:各1)

キャップ詳細 S=1:10

 (φ25)

(VP200A)

(シール材   10mm)

フレキシブルチューブ
接続詳細

S=1:10

(
削

孔
径

)

(
削

孔
径

)

(φ18)

注入材

注入材

歩道部(A1橋台・P1橋脚)

縁石水抜き孔詳細図

1 - 20A × 200

1 -

1箇所当り材料(製作数:A1橋台=1組,P1橋脚=2組)

φ32 × 200

エポキシ樹脂注入材1 - W=0.01kg 1200kg/m3

削孔

V.P

(
削

孔
径

)

VP 25A用

25A用

S=1:10詳細図 S=1:10

(
削

孔
径

)

VP 25A用

25A用

詳細図 S=1:10

(
削

孔
径

)

VP 25A用

25A用

詳細図 S=1:10

第2径間:車道部

※ 取付金具は、現場塗装を行わない。

橋面防水工図(その2)

橋面防水工図(その2)

L2

注) 寸法は、測量図･復元図等の既設資料がないためすべて想定

撤 去 図 S=1:50

P1

(1)～(6)

1 - V.P 200A × 8250

1 -

1組当たり材料(撤去数:1組)

V.P 125A × 1207

Tap Bolt4 -  M10 ×   20(SS41)

P1

A

B C

補 修 図 S=1:50

1 2
4 4 4

3

L1

S2S1

S10

S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9

VP200A用

S11 S12 S13 S14 S15

3.000%

注入材

 (φ25,SUS304))

全周をシール材にて孔埋めの事
(シール材   10mm)

1 - 25A × 600

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=2040mm(SUS304)

エポキシ樹脂注入材1 - W=0.03kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

V.P

1 - 25A × 100V.P

1 - φ38 × 600削孔

1 - V.P25A用90°エルボ管

1 - 25A用バルブ用ソケット

1 - 25A × 600

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=1470mm(SUS304)

エポキシ樹脂注入材1 - W=0.03kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

V.P

1 - 25A × 100V.P

1 - φ38 × 600削孔

1 - V.P25A用90°エルボ管

1 - 25A用バルブ用ソケット

1 - 25A × 600

1 -

1箇所当り材料(製作数:各1)

φ25 L=890<880>mm(SUS304)

エポキシ樹脂注入材1 - W=0.03kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

V.P

1 - 25A × 100V.P

1 - φ38 × 600削孔

1 - V.P25A用90°エルボ管

1 - 25A用バルブ用ソケット

A

車道部(A1橋台) S=1:50

車道部(P1～P2間)

B　, < C >

注入材

 (φ25,SUS304))

 (φ25,SUS304))

(VP200A)

 (φ25,SUS304))

注入材

(VP200A)

B 552 602

C 539.9 589.9

L1 L2

S=1:50

道路縦断勾配(復元図より)

i=6.0%と0.5%の変化

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 A1～P2間のPC橋区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.ボルト・ナットは全て緩み止めの物を使用する。
4.※印付き部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
　付着量は、JIS　H　8641　HDZ55とする。
　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

道路縦断勾配(復元図より)

i=6.0%と0.5%の変化

PCポステンT桁

PCポステンT桁

(PCポステンT桁橋区間:第2径間)
(車道部:下流側)

(車道部:下流側)

※ 設計段階では、吊足場の設置は施工性等を考慮して全区間(径間長:L=30.20m)計画している。

車道部排水詳細<1/1>

N=1箇所

N=3箇所

※ 新設排水管は、現場塗装を行わない。

L1 L2

637.2

496.9 621.1

473.6 597.8

450.2 574.4

426.8

403.4 527.6

LL1

L1 L2

※ 排水桝取付孔は、流用排水桝の孔位置を確認後孔明けのこと。

513

551 477

500

524

547

563

453

2 - F.B  50 ×  6×LL1(SS41)

1 -

1組当たり材料(撤去数:各1組)

F.B  50 ×  6×887(SS41)

2 - B.N M12 × 45(SS41)

既設取付金具撤去詳細 S=1:20

1

2

3 1877.3

L5 L6 N1

1

1

1

4 33800

3300

2600

4000

3500

2800

2077

加工管詳細 S=1:20

1

(製作数:1)

4～

直管詳細 S=1:20

1 - V.P 200A × L6

(製作数:1) (製作数:1)

3.000%

3.000%

第2径間:車道部

第2径間:車道部
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橋面防水工図(その3)

平 面 図 S=1:250

(
歩
道

部
)

(
車

道
部

)

後打ちCON

塗膜系防水層 アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

アスファルト舗装 t=60mm
(再生密粒度アスファルト混合物)

シート系防水層

歩道部アスファルト舗装長

(後打ちCON幅によって変更)(後打ちCON幅によって変更)
歩道部導水管延長　　　　

歩道部スラブドレーン間隔

歩道部既設排水桝間隔　　

シート系防水層 アスファルト舗装 t=60mm
(再生密粒度アスファルト混合物)

塗膜系防水層 アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

後打ちCON

(後打ちCON幅によって変更)

(後打ちCON幅によって変更)

歩道部アスファルト舗装長

歩道部導水管延長　　　　

歩道部スラブドレーン間隔

歩道部既設排水桝間隔　　

(後打ちCON幅によって変更)

P4P3P2

(後打ちCON幅によって変更)

車道部既設排水桝間隔　　

車道部スラブドレーン間隔

車道部導水管延長　　　　

車道部アスファルト舗装長

車道部既設排水桝間隔　　

車道部スラブドレーン間隔

車道部導水管延長　　　　

車道部アスファルト舗装長
(後打ちCON幅によって変更)

P4 P5 P6

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.アスファルト舗装厚は、現地切削後確認上決定すること。
4.床版を削孔する際は、事前に鉄筋探査を行い鉄筋を傷つけ
　ないように注意すること。
5.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

(後打ちCON幅によって変更)

道路縦断勾配
(復元図より)

道路縦断勾配
(復元図より)

道路縦断勾配
(復元図より)

道路縦断勾配
(復元図より)

道路縦断勾配
(復元図より)
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%
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.
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%

2
.
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%

上流側

下流側

上流側

下流側

4径間連続鋼箱桁橋

4径間連続鋼箱桁橋

河川敷部
(便宜上)

河川部
(便宜上)

河川敷部
(便宜上)

河川部
(便宜上)

(4径間連続鋼箱桁橋区間:P2～P6[第3～第6径間])

i=0.5% i=0.5%

i=0.5% i=0.5% i=0.5%

縦断勾配 設置間隔(m)

1%以下

1%を越える場合

5

10

床版水抜き孔の設置間隔の例

｢道路橋床版防水システムガイドライン2016
 :(公社)土木学会,平成28年10月(2016年),P29｣

床版新設水抜き孔の設置について
･車道部(下流側)の床版新設水抜き孔の設置は、上表に準拠して縦断
 勾配よりH@5m程度とした。
･ただし、歩道部(上流側)の床版新設水抜き孔の設置は、流水面積が
 少ない等を考慮して、既設排水枡間隔と同間隔(H@20m程度)とした。
 床版新設水抜き孔の設置位置は、既設の排水枡と排水枡の間とした。

流末排水処理(河川保全区域:P4橋脚より手前)について
･国土交通省の堤防工事が進行中のため、河川保全区域が確定しない
 が、河川保全区域を考慮して横引き用排水管を設置した。
 横引き用設置区間は、P4橋脚より手前とした。
･歩道部の横引き用排水管(鋼箱桁内側)は、設置箇所が鋼箱桁内側で
 かつ、横桁が設置されている。また、排水管設置位置を鋼箱桁下面
 に納めるため、二方向に排水勾配を設けた。

流末排水処理(河川区域:P4橋脚より奥)について
･車道部(下流側)は、床版新設水抜き孔の設置間隔がH@5m程度のため、
 設置箇所数が多い。
 1箇所づつフレキシブルチューブを設置することが望ましいが、1)吉
 野川を渡河する橋梁であるため、H@5m程度間隔にフレキシブルチュ
 ーブが垂れ下がることは景観上あまりよろしくない、2)5年に1回橋
 梁定期点検を実施するため、鋼箱桁への水掛かり状況を確認するこ
 とができる等を考慮して、河川区域の床版水抜き孔にはフレキシブ
 ルチューブの設置は基本行わない。
･ただし、本設計では今後の設置を考慮して、設計図面にはフレキシ
 ブルチューブを設置を明記している。
･歩道部(上流側)は、床版新設水抜き孔の設置箇所数が少ないため、
 フレキシブルチューブの設置を行う。

第3径間 第4径間

第5径間 第6径間

P4
河川敷部
(便宜上)

河川部
(便宜上)

P3P2

P6P5P4
河川敷部
(便宜上)

河川部
(便宜上)

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

(車道部)

(歩道部)

(車道部)

(歩道部)

(車道部:既設排水枡)

(歩車道境界部:既設排水枡)

(車道部:既設排水枡)

(歩車道境界部:既設排水枡) (フレキシブルチューブを設置する)
(詳細図は、その6を参照)

(フレキシブルチューブを設置する)
(詳細図は、その6を参照)

床版排水孔詳細図 S=1:5

※ P4～P6(第5･第6径間)[河川部]の車道部･歩道部のフレキシブルチューブは、本施工では設置しない予定である。
　 設置の有無については、監督員に必ず確認すること。

樹脂硬化後に取付

1

コア抜き

 (φ25,SUS304))

アスファルト舗装
<粒調砕石>

2
6
3
.
2
<
2
4
1
.
8
>

(参考図:既設橋用)

※ 床板厚を確認の上、スラブドレーン
　 の規格を決定すること。

※ 床版からの露出量は、製品基準
　 に準拠すること。

LEVEL

車道部

既設桝との取合い S=1:10

確実に行うこと。

(φ30)

＜地覆＞

＜地覆＞

＜床版コンクリート＞

＜床版コンクリート＞

表層
(再生密粒度アスファルト混合物)

表層
(再生密粒度アスファルト混合物)

粒度調整砕石

▽舗装天端

▽舗装天端

車道部

端部処理構造図

歩道部

(スプリングメッシュ同等品以上)

(スプリングメッシュ同等品以上)

55

橋面防水工図(その3)

実施設計図面

1
0
7
5
0

7
1
9
0

6
0
0

4
0
0

2
3
0
0

7
2
5
0

2
0
0

既設伸縮装置

導水管(φ18) 橋面防水工(歩道部) 舗装打替工(歩道部)

舗装打替工(車道部)橋面防水工(車道部)導水管(φ18)

736001000 72550 73600

7360072550 73600900

1300 15700 3×19300=57900229001930011075 18975

73550 73600 73600

橋面防水工(車道部) 舗装打替工(車道部)導水管(φ18)

導水管(φ18) 橋面防水工(歩道部) 舗装打替工(歩道部)

既設伸縮装置

73600 3657308573600

73600 7308573600

157006×19300=115800 19300 137529510

7360073600

22900

71710

73600520 73030 73600

736007360030

3050 18650 13×19300=250900

2530 4×4662.5=18650 52×4825=250900

73000

73600 4657308573600

73600 73600

30501865013×19300=250900

25854×4662.5=1865052×4825=250900

3073055

床版排水孔位置

床版排水孔位置

床版排水孔位置

床版排水孔位置

排水孔位置

排水孔位置

排水孔位置

排水孔位置 P5橋脚部排水孔:N=1箇所 P6橋脚部排水孔:N=1箇所

43

34

φ100

φ50

ナット

フレキシブルチューブ

8
0

2
0

3
5

床
版

厚

8
.
8

3
0

2
0

吊り金具

樹脂注入

ゴムパッキン

100 100

1
0
0

1
0
0

導水管(φ18)

排水桝周りの防水処理を

既設桝孔明け

30程度

30程度

シート系防水層

塗膜系防水層

6
0

3
0

2
8
4
～

3
3
0

導水パイプ(φ18)

成型目地材

成型目地材

導水パイプ(φ18)

既設排水孔



工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その4)

P3P2

A B C D

S1

2 2 S1 2S1 S1 S1

L1

2 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1
2

S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1

2 2 2 2 2 2 1

3.000%

EX1

S1 S1 S1 S1 S1
3

A

B C D

歩道張出部排水詳細<1/3> S=1:100

VP200A用

1 - V.P 200A × 3998

11 -

直　管

V.P 200A × 4000

1 - 200A × 2400V.P

1

2

3

加工管

1 - L1

伸縮管

1 - EX1

取付金具

27 - S1

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

(鋼箱桁外側:河川敷部)

(4径間連続鋼箱桁橋区間:第3径間)

※ 設計段階では、吊足場の設置は施工性等を考慮して全区間(径間長:L=73.55m)計画している。

第3径間

※ 取付金具詳細図:S1は、その5を参照。

C - C S=1:50

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=1250mm(SUS304)

充填材(エポキシ樹脂)

1 -

W=0.14kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

1 -

L=242mm削孔　φ50～φ1001 -

1 - 40 × 25用

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=2430mm(SUS304)フレキシブルチューブ

TSソケット

1 - 25A × 100V.P

1 -

1 -

25A用バルブ用ソケット

スラブドレーン(スラブ厚 240～350用)

D - D S=1:50

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=710mm(SUS304)

充填材(エポキシ樹脂)

1 -

W=0.14kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

1 -

L=242mm削孔　φ50～φ1001 -

スラブドレーン(スラブ厚 240～350用)

A - A S=1:50 B - B S=1:50

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=1820mm(SUS304)

充填材(エポキシ樹脂)

1 -

W=0.14kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

1 -

L=242mm削孔　φ50～φ1001 -

スラブドレーン(スラブ厚 240～350用)

3.000%

<  2  >

(製作数:1 <11> (1) )

(  3  )

直管詳細 S=1:50

1 , ,

1 - 200A × 3998 <4000> (2400)V.P

L1

(製作数:1)

加工管詳細 S=1:50

鋼箱桁 鋼箱桁

鋼箱桁 鋼箱桁

歩道部 歩道部

歩道部 歩道部

N=4箇所

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

橋面防水工図(その4)

※ 接続は、全て接着＋差し込みの事。

VP200A用
(製作数:各1)

キャップ詳細 S=1:10

 (φ25)

(VP200A)

(シール材   10mm)

フレキシブルチューブ
接続詳細

S=1:10既設排水管
接続詳細

S=1:10

(25A用)

(40×25)

(VP40)

EX1

JA-3
(製作数:1)

伸縮管詳細 S=1:20

66

実施設計図面

1200 11075 18975 19300 500 22400

7
8
5
.
5
1
2
0
0

9
3
6
.
7

既設排水管(1) 新設スラブドレーン(1) 新設スラブドレーン(2) 新設スラブドレーン(3)

キャップ

1483.21383.2
100
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49008.2

1210 2200

700

11×3800=41800

3798.2

2000 1308.2

1100 1100 1000 2000 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 20002000 1800

180020002000 18002000 1800
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.
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0

1
8
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.
1
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1
0
0

2
4
1
4

1
6
5

2
6
9
.
3

336.6

6
3
1
.
4

新設スラブドレーン

2
4
1
.
8

新設スラブドレーン

2
4
1
.
8

32670 202500

新設スラブドレーン

既設排水管

4
0
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.
7
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.
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.
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2003798.2 <3800> (2200)

3998.2 <4000> (2400)
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6
.
3

φ216.3

1
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0

1
0
.
3

1
0
.
3

1210

2001010

235

1
5
4

216

φ25

フレキシブルチューブ

新設排水管

1
0
0
(
埋

め
込

み
)

全周をシール材にて孔埋めの事

40現場孔明け

1
0
0

バルブ用ソケット

VP 25A

TSソケット

既設排水管

φ216

7
8
5
.
5

3
6
2

1
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8
.
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φ219

φ290



工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その5)

橋面防水工図(その5)

歩道張出部排水詳細<2/3> S=1:100
P3

A

P4

B C D E

B C D

A

E

S1 S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1S1 S1S1S1S1

4
2 2 2 2 2 2 2 2

2 2 2 2 2 2 2 2 2 5
VP200A用

S1

3.000%

17 - V.P 200A × 4000

1 -

直　管

V.P 200A × 3000

1 - 200A × 3807V.P

2

4

5

加工管

1 - L2

伸縮管

1 - EX2

取付金具

39 - S1

EX2

L2
S1

S1
S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.ボルト・ナットは全てゆるみ止めのものを使用する。
4.※印付き部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
　付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。
　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
5.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

(鋼箱桁外側:河川敷部)

※ P4橋脚付近は、国土交通省の堤防工事により
　 現況地形が変化している。
　 便宜上、P4橋脚まで河川敷部とした。

(4径間連続鋼箱桁橋区間:第4径間)

第4径間

※ 設計段階では、吊足場の設置は施工性等を考慮して全区間(径間長:L=73.60m)計画している。

※ 設計段階では、既設排水管が鋼箱桁と同色に塗装されているため、新設排水管･取付金具等は現場塗装:F-15塗装を計画している
　 (溶融亜鉛メッキ仕上げは計画している)。
　 本橋は、吉野川を渡河する橋梁であり、また、既設排水管が塗装されていることから景観を考慮して現場塗装を計画した(一般的
　 には、現場塗装を行っていないのが多い)。
　 新設排水管･取付金具等の現場塗装の有無については、監督員に必ず確認すること。
　 現場塗装の仕様は、その4を参照。

A - A S=1:50 B - B S=1:50 E - E S=1:50

1 - 40 × 25用

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=3590mm(SUS304)フレキシブルチューブ

TSソケット

1 - 25A × 100V.P

1 -

1 -

25A用バルブ用ソケット

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=2260mm(SUS304)

充填材(エポキシ樹脂)

1 -

W=0.14kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

1 -

L=242mm削孔　φ50～φ1001 -

スラブドレーン(スラブ厚 240～350用)

1 - 40 × 25用

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=250mm(SUS304)フレキシブルチューブ

TSソケット

1 - 25A × 100V.P

1 -

1 -

25A用バルブ用ソケット

C - C S=1:50 D - D S=1:50

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=1690mm(SUS304)

充填材(エポキシ樹脂)

1 -

W=0.14kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

1 -

L=242mm削孔　φ50～φ1001 -

スラブドレーン(スラブ厚 240～350用)

1 -

1箇所当り材料(製作数:1)

φ25 L=1130mm(SUS304)

充填材(エポキシ樹脂)

1 -

W=0.14kg 1200kg/m3

フレキシブルチューブ

1 -

L=242mm削孔　φ50～φ1001 -

スラブドレーン(スラブ厚 240～350用)

<  4  >

(製作数:17 <1> (1) )

(  5  )

直管詳細 S=1:50

2 , ,

1 - 200A × 4000 <3000> (3807)V.P

L2

(製作数:1)

加工管詳細 S=1:50

3.000%

歩道部 歩道部 歩道部

鋼箱桁 鋼箱桁 鋼箱桁

歩道部

鋼箱桁

歩道部

鋼箱桁

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

N=5箇所

※ 接続は、全て接着＋差し込みの事。

VP200A用
(製作数:各1)

キャップ詳細 S=1:10

 (φ25)

(VP200A)

(シール材   10mm)

フレキシブルチューブ
接続詳細

S=1:10

既設排水管
接続詳細

S=1:10

(25A用)

(40×25)

(VP40)

φ19×40長孔(L型鋼側)

φ14×30長孔(PL側)

S1

(製作数:P2-P3間=27組,P3-P4間=39組)

取付金具詳細 S=1:10

1 - L 150×150× 12×150(SS400)

1 -

1組当たり材料(製作数:P2-P3間=27組,P3-P4間=39組)

PL 158×  6×827(SS400)

2 - B.N M16× 50(SS400) (2W,UNut付)

※

※

※

4 - B.N M12× 40(SS400) (2W,UNut付)※

4 - M12× 35(SS400) (2W,UNut付)※ B.N

2 - PL 100×  6×449(SS400)※

塗膜系防水層

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

アスファルト舗装 t=60mm
(再生密粒度アスファルト混合物)

シート系防水層

(4径間連続箱桁橋:P2～P4[河川敷部]第3･第4径間)

断 面 図 S=1:60

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

※ 吊足場設置あり ※ 吊足場設置あり

EX2

JA-2
(製作数:1)

伸縮管詳細 S=1:20

77

実施設計図面
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キャップ
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その7)

橋面防水工図(その7)

歩車道境界部排水詳細<1/3> S=1:100

撤 去 図

補 修 図

P2 P3

P2 P3

S1
S1

S1
S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1

1 1 1 1
S1

EX1

L1

L8

L5

L9

3.000%

VP200A用

一時撤去

撤去

撤去

一時撤去

一時撤去
一時撤去

撤去 撤去

流用

流用 流用 流用

VP200A用

S1 S1 S1 S1 S1 S1S1 S1 S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7

S1 1 1 1 1
1 1

S1

L10

L6 L11

L7
L2

EX1

3.000%

4 - V.P 200A × 4000

直　管

1

加工管

1 - L1

取付金具

11 - S1

1 - 125A × 3350

1組当たり材料(撤去数:4組)

Tap Bolt4 -  M10 ×   20(SS41)

V.P

1 - L5

1 - L8

1 - L9

伸縮管

1 - EX1

6 - V.P 200A × 4000

直　管

1

加工管

1 - L2

取付金具

11 - S1

1 - L6

1 - L7

1 - L11

伸縮管

1 - EX2

1 - L10

1 - S2

1 - S3

1 - S4

1 - S5

1 - S6

1 - S7

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

(鋼箱桁内側:河川敷部)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

(4径間連続鋼箱桁橋区間:第3径間)

第3径間

※ 設計段階では、吊足場の設置は施工性等を考慮して全区間(径間長:L=73.55m)計画している。

第3径間

※ 取付金具詳細図:S1～S7は、その9を参照。
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実施設計図面
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キャップ

既設排水桝(1) 既設取付金具 既設排水桝(2)

既設取付金具

既設取付金具

既設取付金具

既設排水桝(3)

既設取付金具
既設排水桝(4)既設取付金具

既設取付金具 既設取付金具

既設排水桝(4)既設排水桝(2)既設排水桝(1)

既設取付金具

既設横桁

既設横桁

既設取付金具

既設排水桝(3)

既設取付金具
既設取付金具

キャップ



工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その8)

橋面防水工図(その8)

歩車道境界部排水詳細<2/3> S=1:100

撤 去 図

補 修 図

P3 P4

P4P3

一時撤去 一時撤去

撤去 撤去 撤去 撤去

一時撤去 一時撤去

1 - 125A × 3350

1組当たり材料(撤去数:4組)

Tap Bolt4 -  M10 ×   20(SS41)

V.P

流用 流用流用 流用

3.000% 3.000%

VP200A用

VP200A用

S1
S1S1S1S1S1S1S1

S1 S1 S1 S1 S1 S1 S1
S1

S16

S11
S1

S9S8

EX2

L3

L7

L12

1 1
11

S10

S1
L6

L13

4 - V.P 200A × 4000

直　管

1

加工管

1 - L3

取付金具

10 - S1

1 - L7

1 - L12

1 - L13

伸縮管

1 - EX2

EX3

L4L7

L15
L14

L6 S1 1 1 1 1
1S12

S15

S13 S14

1 - L6 1 - S8

1 - S9

1 - S10

5 - V.P 200A × 4000

直　管

1

加工管

1 - L4

取付金具

9 - S1

1 - L7

1 - L14

1 - L15

伸縮管

1 - EX3

1 - L6 1 - S11

1 - S12

1 - S13

1 - S14

1 - S15

1 - S16

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

(鋼箱桁内側:河川敷部)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

道路縦断勾配(復元図より)
i=0.5%

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

※ P4橋脚付近は、国土交通省の堤防工事により
　 現況地形が変化している。
　 便宜上、P4橋脚まで河川敷部とした。

(4径間連続鋼箱桁橋区間:第4径間)

第4径間

第4径間

※ 設計段階では、吊足場の設置は施工性等を考慮して全区間(径間長:L=73.60m)計画している。

※ 取付金具詳細図:S1･S8～S16は、その9を参照。

 

※ 上側取付金具は、一時撤去復旧(ボルトのみ取替)

既設取付金具撤去詳細 S=1:10

2 - F.B 100 ×  6× 330(SS41)

1 -

1組当たり材料(撤去数:P2-P3間=4組,P3-P4間=4組)

F.B 100 ×  6× 354(SS41)

4 - B.N M12 × 40(SS41)

2 - B.N M12 × 30(SS41)

4 - B.N M12 × 40(SS41)

2 - B.N M12 × 30(SS41)

2 - F.B 100 ×  6× 330(SS41)

1 -

1組当たり材料(一時撤去復旧数:P2-P3間=4組,P3-P4間=4組)

F.B 100 ×  6× 354(SS41)

2 - B.N

2 -

1組当たり材料(製作数:P2-P3間=4組,P3-P4間=4組)

B.N

M12× 45(SS400) (2W,UNut付)

M12× 40(SS400) (2W,UNut付)

2 - B.N M12× 35(SS400) (2W,UNut付)

残置

(4径間連続箱桁橋:P2～P4[河川敷部]第3･第4径間)

塗膜系防水層

アスファルト舗装 t=30mm
(再生密粒度アスファルト混合物)
粒度調整砕石 t=284～330mm

アスファルト舗装 t=60mm
(再生密粒度アスファルト混合物)

シート系防水層

断 面 図 S=1:60
(4径間連続箱桁橋:P2～P4[河川敷部]第3･第4径間)

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

※ 吊足場設置あり ※ 吊足場設置あり※ 吊足場設置あり
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実施設計図面
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その9)

橋面防水工図(その9)

歩車道境界部排水詳細<3/3> S=1:40

3.000% 3.000%3.000%

L1

(製作数:1)

L7

(製作数:3)

L2 L4～

(製作数:各1)

L5 <  L6  >,

(製作数:1, <3>)

L8 L15～

(製作数:各1)

L1 L2 L3

827.6

1618.3

980.2L2

L3

L4 850

900

900

1027.6

1818.3

1180.2

L4 L5 L6

1799.4

1809.6

2369.1L8

L9

L10 1801

1811

2370

900.8

910.9

1469.9

2378.4L11 23791479.2

2435.1L12 24361535.9

1856.1L13 1857957.4

1913.7L14 19151014.9

2494.8L15 24961595.6

1 - 125A × L6

1組当たり材料(製作数:各1組)

Tap Bolt4 -  M10 × 20(SS400)

V.P

※ 排水桝取付孔は、流用排水桝の孔位置を
　 確認後孔明けのこと。

(製作数:19)

1

直管詳細

(鋼箱桁内側:河川敷部)

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.ボルト・ナットは全てゆるみ止めのものを使用する。
4.※印付き部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
　付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。
　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
5.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

(4径間連続鋼箱桁橋区間)

加工管詳細

※ 各詳細図および数量表は、第3･第4径間:歩車道境界部を示す。

20C

(N=45%)

VP200A用
(製作数:各4)

キャップ詳細 S=1:10

φ19×40長孔(L型鋼側)

φ14×30長孔(PL側)

S1

(製作数:P2-P3間=22組,P3-P4間=19組)

取付金具詳細 S=1:10

1 - L 150×150× 12×150(SS400)

1 -

1組当たり材料(製作数:P2-P3間=22組,P3-P4間=19組)

PL 158×  6×629(SS400) (N=60%)

2 - B.N M16× 50(SS400) (2W,UNut付)

※

※

※

4 - B.N M12× 40(SS400) (2W,UNut付)※

4 - M12× 35(SS400) (2W,UNut付)※ B.N

2 - PL 100×  6×449(SS400)※

φ19×40長孔(L型鋼側) 1 - L 150×150× 12×150(SS400)

1 -

1組当たり材料(製作数:各1組)

PL LL1×  6×629(SS400)

2 - B.N M16× 50(SS400) (2W,UNut付)

※

※

※

4 - B.N M12× 40(SS400) (2W,UNut付)※

4 - M12× 35(SS400) (2W,UNut付)※ B.N

2 - PL 100×  6×449(SS400)※

φ14×30長孔(PL側)
20
C

20C

20C

S2

(製作数:各1)

S16～

S2 S3 S4

H1

H2

HH1 428368308

307.8

149.6

367.8

209.6

427.7

269.6

S5 S6 S7 S8 S9

488

487.7

329.6

527

526.7

368.5

563

562.7

404.5

392

392.4

234.2

338

338.4

180.2

(N=40%) (N=40%) (N=35%) (N=35%) (N=35%) (N=40%) (N=45%)

(N=50%)

S10 S11 S12

H1

H2

HH1 339294278

278.4

120.3

294.4

136.3

339.4

181.2

S13 S14 S15 S16

399

399.4

241.2

389

230.8

329

170.8

290

131.9

(N=50%) (N=45%) (N=40%) (N=40%) (N=45%) (N=50%)

389 329 290

1 - 200A × 4000V.P

EX2

JA-2
(製作数:2)

伸縮管詳細 S=1:20

EX1

JA-3
(製作数:1)

EX3

JA-1
(製作数:1)

10101

実施設計図面
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その13)

橋面防水工図(その13)

20.000%
20.00

0%

下部工排水詳細<1/4> S=1:50

P2P1 P3

側 面 図

P2橋脚:河川敷部(第3径間)

正 面 図

平 面 図

加工管

1 - L1

取付金具

12 - S1

1 - L3

1 - L2

直　管

1 - V.P 200A × 40003

1 - V.P 200A × 19162

1 - V.P 200A × 11531

P
2

P
3

P
1

G2

G1

S1

S1
3

S1

G2 G1

S1

S1

S1 S1

S1

S1

S1

2

S1

1

S1

L1

L3

L2

JA-3
JA-3 JA-3

歩道張出部

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

鋼箱桁

▽橋座面

▽橋座面

▽鋼箱桁下端

(4径間連続鋼箱桁橋区間)

4径間連続鋼箱桁橋
(第3径間)

PCポステンT桁橋
(第2径間)

4
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
第

3
径

間
)

P
C
ポ

ス
テ

ン
T
桁

橋
(
第

2
径

間
)

※ 橋脚枠組足場設置あり

※ U字溝または集水桝は、現場条件を確認の上、設置の有無･構造等を検討すること。
　 設置の有無･構造等については、監督員に必ず確認すること。

車道側
(下流側)

歩道側
(上流側)

※ 伸縮管(JA-3)の数量は、歩道張出部･歩車道境界部･車道部で計上。

※ 取付金具詳細図:S1は、その16を参照。

11111

実施設計図面
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その14)

下部工排水詳細<2/4> S=1:50

橋面防水工図(その14)

A - A(第4径間) B - B(第3径間)

G2

G1

A A

B B

P
3

P
4

P
2

平 面 図

P3P2 P4

側 面 図

G2 G1 G1 G2

正 面 図

P3橋脚:河川敷部(第4径間)

JA-2

JA-2
JA-2

JA-2

S1

S1

S1

4

2

S1

S1

S1

S1

S1
2

3

L4

S2

S1 S1

S1

S1

S3

L5

L6

加工管

1 - L4

取付金具

12 - S1

1 - L6

1 - L5

直　管

1 - V.P 200A × 36684

1 - V.P 200A × 40003

2 - V.P 200A × 19162

1 - S2

1 - S3

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

鋼箱桁 鋼箱桁

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

▽橋座面 ▽橋座面 ▽橋座面

▽鋼箱桁下端

(4径間連続鋼箱桁橋区間)

4径間連続鋼箱桁橋
(第4径間)

4径間連続鋼箱桁橋
(第3径間)

4
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
第

3
径

間
)

4
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
第

4
径

間
)

※ 橋脚枠組足場設置あり ※ 橋脚枠組足場設置あり

※ 排水管設置方向を確認すること

※ U字溝または集水桝は、現場条件を確認の上、設置の有無･構造等を検討すること。
　 設置の有無･構造等については、監督員に必ず確認すること。

※ U字溝または集水桝は、現場条件を確認の上、設置の有無･構造等を検討すること。
　 設置の有無･構造等については、監督員に必ず確認すること。

車道側
(下流側)

歩道側
(上流側)

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

※ 伸縮管(JA-3)の数量は、歩道張出部･歩車道境界部･車道部で計上。

※ 取付金具詳細図:S1～S3は、その16を参照。
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″a ″部詳細 S=1:10
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伸縮管

伸縮管
伸縮管

伸縮管

上部工排水

上部工排水

歩車道境界部排水管
歩車道境界部排水管

※ 数量は、第4径間で計上
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その15)

下部工排水詳細<3/4> S=1:50

橋面防水工図(その15)

P4橋脚:河川敷部(第4径間)

取付金具

5 - S1

直　管

1 - V.P 200A × 39595

1 - V.P 200A × 40003

1 - V.P 200A × 19162

G2G1

P4P3 P5

側 面 図正 面 図

平 面 図

P
4

P
3

P
5

G1

G2

JA-1

S1

S1

S1

S1

S1

5

3

2

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

鋼箱桁

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

▽橋座面 ▽橋座面

▽鋼箱桁下端

(4径間連続鋼箱桁橋区間)

※ P4橋脚付近は、国土交通省の堤防工事により現況地形が変化している。
　 そのため、便宜上、P4橋脚まで河川敷部とした。

4径間連続鋼箱桁橋
(第5径間)[河川部]

4径間連続鋼箱桁橋
(第4径間)[河川敷部]

4
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
第

5
径

間
)
[
河

川
部

]
4
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
第

4
径

間
)
[
河

川
敷

部
]

※ 橋脚枠組足場設置あり

※ 排水管設置方向に注意すること

※ U字溝または集水桝は、現場条件を確認の上、設置の有無･構造等を検討すること。
　 設置の有無･構造等については、監督員に必ず確認すること。

歩道側
(上流側)

車道側
(下流側)

※ 伸縮管(JA-3)の数量は、歩道張出部･歩車道境界部･車道部で計上。

※ 取付金具詳細図:S1は、その16を参照。

11313

実施設計図面
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上部工排水

伸縮管

歩車道境界部排水管



工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

橋面防水工図(その16)

下部工排水詳細<4/4> S=1:30

橋面防水工図(その16)

20.000%

<
8
1
6
.
4
>

<
1
7
5
1
.
3
>

20.000%

20.00
0%

2

(製作数:P2～P4=各1)

3

(製作数:各1)

5～1 ,

直管詳細

1 - 200A × L5

1組当たり材料(製作数:各1組)

V.P 1 - 200A × 1916

1組当たり材料(製作数:P2～P4=各1組)

V.P

1

3

4

L4 L5

3800 4000

5 3758.8

3467.5

952.6

3958.8

3667.5

1152.6

加工管詳細

L1 L2 L3

L1

L2

L4

L5

800 1000

1764.8

1543.1

1764.6

1542.9

1000800

700

700 900

900

L1 L2, , L4 L5

(製作数:各1)

L3 <　　L6　　>,

(製作数:各1)

(P2橋脚～P4橋脚:河川敷部)

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 P2～P6間の鋼箱桁区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

注記
1.本設計図面は、復元図から想定で作成したものである。
2.施工前に調査を実施し、施工範囲および施工数量について
　協議の上決定すること。
3.ボルト・ナットは全てゆるみ止めのものを使用する。
4.※印付き部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
　付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。
　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
5.第3径間～第6径間(P2橋脚～P6橋脚)の4径間連続鋼箱桁区
　間は、既存資料(復元図)が無いが、第6径間～第9径間(P6
　橋脚～A2橋台)の3径間連続鋼箱桁区間のみ既存資料(復元
　図:工事図面)はある。
  4径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+73.6m+73.6m+
　73.0mであり、3径間連続鋼箱桁区間の支間長は、73.0m+
　73.6m+73.0mであり、各支間長は、73.0mか73.6mである。
  このため、第3径間～第6径間の4径間連続鋼箱桁区間の横
　引き用排水管および取付金具等の設置計画に必要な主桁継
　手位置･横桁位置等は、3径間連続鋼箱桁区間の既存資料
　(復元図)に準拠した。
  このことから、施工実施前には必ず現地計測,現地確認を
　行い、形状寸法等を確認の上、材料発注,加工等にとりか
　かること。

(4径間連続鋼箱桁橋区間)

※ 各詳細図および数量表は、P2･P3･P4橋脚(第3･第4径間)を示す。

 

6

取付金具詳細 S=1:10

S1

(製作数:P2橋脚=N1組,P3橋脚=N2組,P4橋脚=N3組)

S3～

2 -

1組当たり材料(製作数:P2橋脚=N1組,P3橋脚=N2組,P4橋脚=N3組)

PL 100×  6×459(SS400)

4 - B.N M12× 40(SS400) (2W,UNut付)

※

※

4 -※

2 - PL 100×  6×LL1(SS400)※

M12 ×100(SS400)打込み式アンカー

S1

S2

S3

L6 L7 N3(組)

1

1

12250

N1(組)

12

－676

342
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LL1

462.1 －

584.2

238
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N2(組)

5

－

－

名　称

0.144

数  量

1.0式当たり1号集水桝

1.920

0.520

コンクリート

型枠

基礎砕石 m2

m2

m3

1号集水桝 S=1:20

1.493

0.300

差筋D13

削孔Φ13 m

kg 1414

σ28≧18N/mm2

(RC-40)

1
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工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300
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(W=650,H=3000)

(
吊

足
場

高
:
H
=
3
5
0
0
)

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

PCプレテン中空床版橋(A1～P1)
PCポステンT桁橋(P1～P2)

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間

(1径間PCポステンT桁橋:P1～P2[河川敷部]第2径間)

断 面 図 S=1:100

※ 吊足場設置高さ･設置幅は、現場･作業状況に応じて適宜調整すること。
　 設計段階では最小設置高さ･最小設置幅で計画している。
　 吊足場設置下端位置は、鋼箱桁下2m位置がHWLのためこれを侵さないこと。

吊足場工計画図(参考図)(その1)

吊足場工計画図(参考図)(その1)
(1径間PCポステンT桁橋:P1～P2[河川敷部]第2径間)

【橋面防水工(床版排水孔･スラブドレーン設置工)･排水管設置工用】

(単管パイプ,@1500)

車道側(下流側)歩道側(上流側)

(車道部吊足場)

 @1800

(単管パイプ)

(単管パイプ,@900)

吊足場数量表(PCポステンT桁橋:P1～P2[第2径間])

吊足場設置箇所

車道部(下流側)

※ 足場延長は径間長とした。

足場幅(m)

0.65

足場延長(m)

30.20

足場段数(段)

1

足場面積(m2)

19.6

▽HWL
(箱桁の桁下2m位置)

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から想定で作成
　 A1～P2間のPC橋区間については、復元図は橋梁一般図しかないため図面は想定で作成

地
覆
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地
覆
端
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実施設計図面
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既設占用内既設占用外 既設占用外



工事名

徳島県西部総合県民局県土整備部 <三好>

図面番号

(一)三加茂三好線

三三大橋:補修計画図

三好郡東みよし町加茂(三三大橋)

会社名

路線名等

工事箇所

縮尺

Ｒ６三土　三加茂三好線（三三大橋）

東・加茂　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図面名

事業者名

図 示   / 16

側 面 図 S=1:300

平 面 図 S=1:300
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(W=1250,H=4400)

(W=1400,H=4400) (W=1300,H=3500)

4径間連続鋼箱桁橋(P2～P6)

歩道側(上流側)

車道側(下流側)

PCプレテン中空床版橋(A1～P1)
PCポステンT桁橋(P1～P2)

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間

第1径間 第2径間 第3径間 第4径間

H
=
3
5
0
0

(4径間連続鋼箱桁橋:P2～P4[河川敷部]第3･第4径間)

断 面 図 S=1:100

(車道部吊足場)

(
1
7
0
0
～

1
8
0
0
程

度
)

(1段目下面)

(2段目下面)

(
1
7
0
0
～

1
8
0
0
程

度
)

(2段目下面)

(1段目下面)

(歩道部吊足場)(歩車道境界部吊足場)

※ 吊足場設置高さ･設置幅は、現場･作業状況に応じて適宜調整すること。
　 設計段階では最小設置高さ･最小設置幅で計画している。
　 吊足場設置下端位置は、鋼箱桁下2m位置がHWLのためこれを侵さないこと。

(単管パイプ)(単管パイプ,@900)

(単管パイプ,@1500)

歩道側(上流側) 車道側(下流側)

▽HWL
(箱桁の桁下2m位置)

▽橋座面

吊足場工計画図(参考図)(その2)

※ 本図面は、｢平成2年度 橋梁整備事業 三加茂三好線 三三大橋｣の復元図から作成

吊足場工計画図(参考図)(その2)
(4径間連続鋼箱桁橋:P2～P4[河川敷部]第3･第4径間)

【橋面防水工(床版排水孔･スラブドレーン設置工)･排水管設置工用】

吊足場数量表(4径間連続箱桁:P2～P3[第3径間])

吊足場設置箇所

歩道部(上流側)

歩車道境界部

車道部(下流側)

※ 足場延長は径間長とした。

足場幅(m)

1.40

1.30

1.25

足場延長(m)

73.55

73.55

73.55

足場段数(段)

2

1

2

足場面積(m2)

205.9

95.6

183.9

吊足場数量表(4径間連続箱桁:P3～P4[第4径間])

吊足場設置箇所

歩道部(上流側)

歩車道境界部

車道部(下流側)

※ 足場延長は径間長とした。

足場幅(m)

1.40

1.30

1.25

足場延長(m)

73.60

73.60

73.60

足場段数(段)

2

1

2

足場面積(m2)

206.1

95.7

184.0
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270 73600 73600
550

550 73000

29430014500 30200

13870 29230360
420

270 73600 73600
550

550 73000

29430014500 30200

13870 29230360
420

W
=
1
2
5
0

W
=
1
3
0
0W
=
1
4
0
0

車道部吊足場

歩道部吊足場 歩車道境界部吊足場

H
=
4
4
0
0

W=1250

吊
足

場
高

:
H
=
4
4
0
0

1
8
0
0

2
6
0
0

吊
足

場
高

:
H
=
4
4
0
0

1
8
0
0

2
6
0
0

W=1400 W=1300

吊
足

場
高

:
H
=
3
5
0
0

おやごころばし 足場板

ブルーシート

つか柱

安全ネット

2
0
0
0

6
5
0

5
2
0

8
1
0

既設占用内既設占用外 既設占用外


